
皆
さ
ん
は
「
医
学
物
理
士
」を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
医
師
と
診
療
放
射
線
技
師

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
き
た
放
射
線
治
療
だ

が
、
機
器
の
進
歩
と
と
も
に
先
端
物
理
学
の

専
門
知
識
を
も
つ
人
材
が
必
要
に
な
っ
た
。

そ
の
人
材
が
、
医
学
物
理
士
だ
。
医
学
物
理
士

は
、
放
射
線
治
療
を
適
切
に
行
う
た
め
の
手

順
を
構
築
し
、
測
定
に
よ
る
検
証
な
ど
に

よ
っ
て
、
問
題
が
発
生
す
れ
ば
た
だ
ち
に
対

策
を
行
う
。
石
川
さ
ん
は
、「
放
射
線
治
療
は

外
科
手
術
と
は
違
い
、
身
体
に
傷
を
つ
け
る

こ
と
は
な
く
、
正
常
な
細
胞
を
傷
め
る
範
囲

も
化
学
療
法
に
比
べ
て
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が
軽

い
の
で
す
」
と
放
射
線
治
療
の
有
用
性
を
説

く
。
そ
し
て
「
的
確
な
放
射
線
の
照
射
に
は
、

専
門
知
識
を
も
っ
た
人
材
が
不
可
欠
」と
、
医

学
物
理
士
の
重
要
性
と
人
材
育
成
の
必
要
性

を
語
っ
た
。

北
海
道
大
学
は
二
〇
〇
七
年
度
よ
り
、

文
部
科
学
省
の
「
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」に
採
択
さ
れ
、「
医

学
物
理
士
・
放
射
線
治
療
品
質
管
理
士
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
医
学
物
理
士
を
養
成
し
て
い

る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
放
射
線
治
療
に

関
係
す
る
工
学
系
の
授
業
科
目
の
他
、
医
学

系
の
授
業
科
目
を
学
び
、
実
際
の
患
者
を
対

象
に
し
た
治
療
計
画
の
立
案
な
ど
、
実
習
重

視
の
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

医
学
物
理
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
て

い
る
二
人
に
話
を
聞
い
た
。

　

棚
邊
哲
史
さ
ん
は
、
新
潟
大
学
の
学
部
生

時
代
に
医
学
物
理
士
を
知
り
、
北
大
の
修
士

課
程
へ
進
学
し
た
。
二
〇
〇
八
年
に
医
学
物

理
士
認
定
試
験
に
合
格
。
札
幌
市
内
の
病
院

に
医
学
物
理
士
と
し
て
勤
務
し
、
学
ん
だ
内

容
を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
研
究
室
で
は
新

た
な
放
射
線
治
療
法
の
開
発
に
携
わ
る
。
同

じ
く
受
講
生
の
木
村
傑
さ
ん
は
北
大
医
療
技

術
短
大
を
卒
業
後
、
診
療
放
射
線
技
師
と
し

て
病
院
に
勤
務
。
医
学
物
理
士
が
社
会
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
ら
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
考
え
、
放
送
大
学
で
学
士
号
を

得
て
、
北
大
の
修
士
課
程
へ
進
学
。
二
〇
〇
八

年
に
医
学
物
理
士
認
定
試
験
に
合
格
し
た
。

将
来
的
に
は
教
育
・
研
究
に
も
貢
献
し
た
い
、

と
話
し
て
く
れ
た
。

　

医
学
物
理
士
へ
の
期
待
と
要
請
は
、
今
後

ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
そ
う
だ
。

放射線治療の
プロフェッショナルを育てる

◎
石川 正純
Ishikawa Masayori
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北
大
は「
が
ん
」に
立
ち
向
か
う


